
メールマガジン・ホームページに関するアンケート集計結果 
 

 

アンケート期間︓2021 年 4 ⽉ 8 ⽇〜4 ⽉ 30 ⽇ 

対象者︓⽇本健康教育学会員（正・学・単・賛助・名誉） 

回答者数および回答率︓239 ⼈（22.5%）（メール送付数 1060 ⼈） 

 

◆回答者の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021.3 現在 

2021.3 現在 

5名, 3%
33名, 16%

73名, 36%

66名, 32%

27名, 13%

年齢

〜29歳 30〜39歳 40〜49歳 50〜59歳 60歳〜

59名, 25%

179名, 75%

性別

男 ⼥

10名, 4%

60名, 26%

67名, 28%

99名, 42%

会員年数

１年未満 １〜４年 ５〜９年 10年以上



◆メールマガジンについて 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆メールマガジン各コンテンツの必要性 

  

 

 

 

 

 

  

14名, 6%

213名, 90%

6名, 2%
4名, 2%

配信頻度への希望

もっと多い頻度がよい ちょうどよい
もっと少ない頻度がよい その他

67名, 28%

112名, 47%

49名, 21%

10名, 4%

読む頻度

必ず読む だいたい読む

読まない時もある ほとんど読まない

102名, 43%

117名, 49%

17名, 7%
1名, 1%

全体的な満⾜度

満⾜している やや満⾜している

あまり満⾜していない 満⾜していない

8名, 3%

214名, 90%

11名, 5%
4名, 2%

分量への希望

もっと多いほうがよい ちょうどよい

もっと少ないほうがよい その他

194名, 81%

44名, 18%
1名, 1%

学会主催セミナーの情報

必要である やや必要である あまり必要ではない

147名, 65%

74名, 33%

2名, 1% 2名, 1%

研究会や若⼿の会からの情報

必要である やや必要である
あまり必要ではない 必要ではない

101名, 43%

119名, 50%

16名, 7%
1名, 0%

関連他学会からの情報

必要である やや必要である

あまり必要ではない 必要ではない

204名, 85%

31名, 13%
4名, 2%

学術⼤会の情報

必要である やや必要である あまり必要ではない 必要ではない



「メールマガジンに新たに含めるとよい情報について⾃由にご記⼊ください。」への回答 

 
 ⽇本健康教育学会が今後⽬指すところ(業績・実績)を、学会誌で明確にする。 

 少なくとも html でカラー、⽂字だけでなく写真などを⼊れたりしてほしい。 

 提案などではないですが、もっとしっかり読みたいと思いました。 

 共同研究のお誘いや、研究会の紹介があるとよいと思います。 

 研究助成の情報 

 実践家と研究者をつなぎ合わせる情報。例えば、実践家が「〇〇についてのフィールド提供いたします。研究

としてこの実践をまとめてくださる⽅を探しています」のような情報。逆バージョンは、「〇〇についての研究

を⾏いたいです。フィールドを提供してくださる⽅を探しています」のような情報。本学会は、実践と研究を

つなぎあわせる機能が期待されていると思いますので、その橋渡しが学術⼤会・セミナー以外にもあるといい

なと思います。" 

 研究助成⾦の情報 

 国や国際機関から発出された指針や通達などのうち，健康教育・ヘルスプロモーションに関連する内容もとり

あげていただきたい。例えば，今年 3 ⽉に厚労省から「妊娠前からはじめる妊産婦のための⾷⽣活指針」が発

出されています。妊娠前からの⾷習慣づくりということで学校保健分野にも関連しますし，⼥性の喫煙や飲酒

にも触れています。こうした情報も，メルマガで取り上げていただくと良いと思います。 

 関連他団体からの情報の⼀部ともいえますが，ご検討のほど，よろしくお願いします。" 

 新型コロナ禍でも参加できるオンラインの講習会や公開学習会の情報 

 ⼤学等の教員の募集情報 

 学会員と繋がることができる情報 

 論⽂投稿や研究⽅法、データの活かし⽅等に対する学会の先⽣⽅からのアドバイス 

 最新のトピック" 

 海外の論⽂誌に掲載された最新の論⽂情報の紹介（サマリー、書誌名など） 

 せっかくなので、共同研究の⽀援につながるような情報があるとよいと思います。 

 研究助成のお知らせ 

 健康教育を学ぶことができる⼤学院の案内" 

 様々な領域の会員が多いので、様々な領域の関連学会の情報があるとよりよいと思います。 

 いつも有益な情報をありがとうございます。 

 国の発⾏する刊⾏物や指針の改定に関する最新情報がまとめて頂けるとありがたく存じます。" 

 官公庁からの健康教育・ヘルスプロモーションに関する情報 

 国際機関等からの健康教育・ヘルスプロモーションに関する情報" 

 上記の情報以外にも、関連する最新トピックスでぜひ共有したほうがいいようなものがあれば、情報提供して

いただけるといいなと思います。 

 インタビューシリーズぜひ進めてください。関連分野の書評、関連分野の研究会情報など、有益だと思います。 

 いつもありがとうございます。特にありません。 

 公募情報など若⼿研究者に役⽴つ情報。  



◆ホームページについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ホームページ各コンテンツの必要性 

82名, 36%

132名, 57%

15名, 7% 1名, 0%

全体的な満⾜度

満⾜している やや満⾜している

あまり満⾜していない 満⾜していない

2名, 1%

77名, 32%

132名, 56%

26名, 11%

訪れる頻度

週に何回かは訪れる ⽉に何回かは訪れる

年に何回かは訪れる ほとんど訪れない

159名, 68%

63名, 27%

13名, 5%

学会について

必要である やや必要である あまり必要でない

202名, 86%

34名, 14%

年次⼤会について

必要である やや必要である

185名, 78%

49名, 21%
2名, 1%

セミナーについて

必要である やや必要である あまり必要でない

201, 85%

35, 15%
1, 0%

学会誌について

必要である やや必要である あまり必要でない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

136名, 

58%

86名, 

36%

14名, 6%

委員会・研究会について

必要である やや必要である あまり必要でない

91名, 38%

105名, 44%

39名, 17%

2名, 1%

学会員インタビューについて

必要である やや必要である
あまり必要でない 必要でない

108名, 

46%

102名, 

44%

21名, 9%
3名, 1%

若⼿の会について

必要である やや必要である
あまり必要でない 必要でない

20名, 9%

59名, 25%

121名, 51%

35名, 15%

学会グッズについて

必要である やや必要である
あまり必要でない 必要でない

124名, 

53%

102名, 

43%

8名, 3% 1名, 1%

教材紹介について

必要である やや必要である
あまり必要でない 必要でない

95名, 41%

122名, 

52%

14名, 6% 2名, 1%

リンク集について

必要である やや必要である
あまり必要でない 必要でない



「ホームページに新たに含めるとよい情報について⾃由にご記⼊ください。」への回答 

 
 健康教育のどの分野の専⾨性(学域・職域・地域) を 誰(⼼理⼠・栄養⼠・医師・運動指導⼠・実践健康教育

⼠) が 進めようとするのかを明確にすると vision が⾒えるので良いと思う。 

 学会員は教育機関に勤めている⽅も多いので、そうした場所で利⽤しやすいものがグッズになっているとよい

と思います。例えばボールペンとか、USB とか、クリアフォルダとか。ステッカーだと、⾃分の持ち物に貼っ

たりできるので、使いやすいです。 

 重要なお知らせが更新されたときにわかる仕組みがあるとうれしいです。 

 セミナーは申込⼈数が限られるので、⼤勢の学会員へ学習機会を提供できるように、セミナーの動画を 2〜４

週間は視聴できるようにして欲しいです。⾊々な学会の学術集会では、オンラインになってからそのようにさ

れていると思います。 

 特定保健指導やその他の⾷事や運動、⽣活指導などについて、模範にできる指導者の動画などが視聴できると

⾮常に有難いです。 

 これから⾼齢者が急激に増え、予防や健康の維持に対する保健指導（健康教育）は益々重要になってくると思

います。 

 ⼀般的な指導は勿論⼤切ですが、⼀⼈⼀⼈の個別性にも対応できるような指導⼒を⾝につけることが求められ

てくるのではないかと思っています。（具体的には検査値の読み込みと指導内容など） 

 適切に情報発信されていると思います。 

 ただ，古くなった情報の扱い（削除）が統⼀されていないように思います。とくにトップページは情報は多す

ぎると⾒にくいので。" 

 学会運営を有難うございます。 

 サイトは情報収集のために活⽤させていただいています。 

 学⽣達にも紹介しているため、範囲をあまり狭めず、引き続き幅広く情報提供いただけるととても有難いです。 

 どうぞよろしくお願いいたします。" 

 新型コロナ禍でも参加できるオンラインの講習会や公開学習会の情報が欲しいです。 

 ⼈と⼈が距離を取らないといけない社会状況の中で、HP だけでも⽇本健康教育学会との繋がりが感じられる

ような内容がいいと思います。 

 論⽂投稿に際してのアドバイスが欲しいです。 

 SPSS を使ったデータのまとめ⽅、質的研究の活かし⽅など、研究の⼿引き・指南をしていただけたら嬉しい

です。 

 ⽇本健康教育学会は、先⽣⽅の温かみが感じられる⼤好きな学会なので、HP やメールマガジンの充実を楽し

みにしております。今後ともよろしくお願いします。 

 COI 開⽰の考え⽅について、うまく⾒つけることができません。⾒つけやすくしてほしいです。 

 メルマガ全⽂も HP に載せてもよいのではないでしょうか（過去の分も含めて）。" 

 倫理について 改正された際の情報、倫理委員会に申請する時のポイント 

 論⽂にはなりにくい、実践事例の紹介 

 研究協⼒者の募集 

 いつも有益な情報提供をありがとうございます。会員のニーズをとらえて改善していただけていることに感謝

します。今後も期待しております。 



 当学会のウェブサイトは学会の中では優れていると思います。このようなアンケート調査を⾏うこと⾃体が、

その表れで、敬意を表します。 

 「学会委員インタビュー」ではなく「学会員インタビュー」では︖ 

 チェックすべき海外論⽂の紹介 

 いつもありがとうございます。特にありません。 

 もっと会員が学び交流できるサイトだといいと思います。 

 


